
１ 課の運営方針

２ 担当（係）の使命（果たす役割）

３ 課の経営資源

（１） 課の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２） 事業規模 ※H29職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業

令和元年度 課の運営方針書

担当予算事業数 18

職員数 正職員
臨時

嘱託職員
正職員 99,468

歳入予算額 50,390 歳出予算額

7,368

409,011

29,891
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26.5 13.5 13 人件費
臨時

嘱託職員

【課の使命】（課が果たす役割）

 ・　庁舎を訪れる市民等の利用環境及び職員の執務環境を整えるため、適切な庁舎管理を行います。
 ・　簡素で効率的な行政運営に向けて、文書管理、例規改廃、各課業務の法的サポート、公用車管理など、事務が円滑に行えるよう環境を整えます。
 ・　基幹統計調査の実施や統計資料の整理・提供により、行政利用だけでなく、社会全体で利用される統計情報の基盤整備を図ります。

【課の目標】（令和元年度の課の目標を記載し、重点的に取り組む事項とその概要について優先順に5つ程度明記）

①庁舎の適切な管理
　　新庁舎グランドオープン後の、継続的・安定的な行政運営と市民利用の確保に努めるとともに、適切な維持管理を行います。

②公文書の適切な管理及び行政が保有する各種情報の適切な取扱いの確保
     新庁舎の省スペース化及びその他の庁舎においても同様に統一的な文書管理を実現し、公文書の適切な管理を行うとともに、市が保有する個人情報や行政情報の
  適切な取扱いの確保に努めます。

③農林業センサス統計調査の実施
　　農林業の生産構造・就業構造を調査し、農山村の実態を明らかにし、農林業関連施策への基礎資料としての活用を目指します。

【働き方改革による業務改善等の取組み】
　（管理担当）　閉庁日に行われる庁舎の設備点検や、清掃業務実施時に職員の立会が必要か否かなどの整理を行い時間外勤務の削減に努めます。
　（統計担当）　職員以外で行える作業的業務を、臨時職員等で対応していくことに見直しを行い、時間外勤務の削減に努めます。
　（文書法務室）　議案作成時の早期着手及び所管への指示等を早めること等により、時間外勤務の削減が図れてきており、更なる事務改善を目指します。

（管理担当）　各庁舎及び公用車の適切な管理を行うとともに、新庁舎の執務環境を整え、継続的・安定的な市民サービスの提供を図ります。
（統計担当）　基幹統計調査を実施し、より利用しやすい統計情報を提供します。
（行政安全対策室）不当要求に対する的確な対応により円滑な執務環境を確保します。
（文書法務室）　例規制定改廃のほか、各業務執行に伴う諸課題に対する法的支援や情報公開・個人情報保護の適正な取扱いの確保に努め、透明で公正な市政を確立し
ます。
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４ 課の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策
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実現したい成果　（最終目標）推進施策

1

目標

９　行政経営
　１　市政に参画できる仕組みの充実
　　⑴　 市政情報の発信・個人情報の保護の推進

行政の活動についての説明責任を果たし、市民参加による公正で開かれた市政を推進するた
め、情報公開の適切な運用に努めるとともに、市が保有する個人情報の適正な取扱いの確保に
努めます。

≪その他≫
　庁舎管理、文書管理等の事務
庁舎・公用車等管理及び各課業務のサポート

庁舎を訪れる市民等の利用環境及び職員の執務環境を整えるとともに、簡素で効率的な行政運営に向け
て、文書管理、例規改廃、各課業務の法的サポート、庁舎管理、公用車管理など、職員が円滑に執務でき
る環境を整えます。

≪その他≫
　法令等に基づく事務
各審査会の開催等

社会経済情勢の変化とともに公務を取り巻く環境も大きく変化していく中で、適切に法令等に基づく事務等
の行政需要に対応します。各審査会を適切に運営することにより、透明で公正な市政を確立します。

≪その他≫
　基幹統計調査事業の実施

公的統計調査を確実に実施し、行政利用だけでなく、社会全体で利用される情報基盤の体系的
整備を図ります。
【具体的な取組】
○統計調査総務事業の実施
○工業統計調査事業の実施（基準日：６月１日）
○国勢調査事業の実施（２０２０年国勢調査の調査区管理事務）
○農林業センサス事業の実施（基準日：２月１日）
○全国消費実態調査事業の実施（９〜１１月）
○経済センサス事業の実施（基準日：７月１日、経済センサスに係る調査対象名簿の作成事務、
経済センサスに係る調査区管理事務）
○教育統計調査事業の実施（基準日：５月１日）
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